
第１１号 令和５年３月

発行：ごみのよりよい始末を進める市民会議

「ごみのよりよい始末を進める市民会議」では、昨年同様、令和４年もコロナ禍による影響が大きく、

十分な活動をすることができませんでしたが、そんな中でも「ごみ・環境総合案内所 クリーンエコ」で

の小型家電・衣類等の資源物回収については、市民の皆様のご理解とご協力のもと順調に行われて

きました。

また、生ごみ堆肥化推進のためのコンポスト講習会は毎月開催することができ、「ごみと環境を考

える市民の会」との共催で、「衣類のくるくる市」も９月・１０月に多くの市民の方々が参加のもと、数

多くの衣類が再び利用され、リユース自転車も同様に希望者が多く抽選が大変でした。

令和５年度は、この３年間のコロナ禍の体験を活かしつつ、明るい希望のもと、より一層のごみ減量

活動がなされることを願いたく思います。

代表委員長 春木 芳則

▲受け入れた衣類の仕分け作業

「衣類のくるくる市」は、家庭で使用しなくなった衣類

を集め、必要な方へ無償でお渡しするイベントです。

令和４年９月４日(日)、10月30日(日)の両日、市

民会議と市民の会との共催により、約３年ぶりにいわ

みざわ健康ひろばで開催しました。

開催に先立ち行われる衣類の受け入れは、「クリー

ンエコ(３西４)」と「友の家(２西１２)」の２か所で行い、

８月２３日から２９日の７日間で、３，４４８枚を受け入

れしました。

○衣類受入実績

受付人数 婦人服 紳士服 子供服 合計

140人 2,124枚 404枚 920枚 3,448枚
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9月４日(日)の「衣類のくるくる市」では、リユース自転車の抽選販売も初めて同時に開催しました。

一度は「大型ごみ」として廃棄された自転車が、３名の自転車ボランティアにより整備され、新品同

様に生まれ変わりました。

自転車は子ども用から大人用まで全部で３０台出品し、100人の応募があり２７台を販売しました。

▲抽選販売された自転車

当日は天気が心配されましたが、両日とも晴れ、

多数の方が来場されました。

新型コロナウィルスの感染拡大を防止するため、

今回から「整理券の導入」と「２０分の滞在制限」

を行いました。ご来場された方には一時お待たせ

をすることもありましたが、皆様のご協力により何

事もなく終えることができました。

友人同士の来場や家族連れの姿も多くみられ、

小さなお子様が選んだ服を大事そうに抱える姿

はとても微笑ましいもので、終始、和やかな雰囲

気の中で行うことができました。

▲多数の応募がありました

約３年開催できなかったイベントですが、「くるく

る市のために服をずっと取っておいた」「次回も楽

しみにしています」など、励みになるうれしい声も聞

かれました。

イベントの趣旨でもある「もったいないの気持ち

を必要としている方のために」を心掛け、今後も

「衣類のくるくる市」を続けていきたいと思います。

○開催の実績

▲「市民会議」「市民の会」のメンバー

開　催　日 来場者数 持帰り点数

９月　４日 ３０７人 １，０５４点

10月30日 １７０人 ９０２点
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市民会議では、実際にコンポストやダンボールコンポス

トを利用している市民会議の委員よるコンポスト講習会を

月１回(冬期間は休止)行っています。

初めての方向けの内容となっていますので、コンポスト

を導入しようか悩んでいる方、前に使用していてうまくい

かなかった方など、お気軽にお申し込みください。

※講習会は、事前の申込制です。詳しくは、広報の情報

ひろば、またはクリーンエコへお問い合わせください。

▲抽選販売された自転車

市民会議では、ごみ減量の重要な取り組みの一つであるリユース(再利用)促進のため、不要に

なった市内中学校の制服を回収して、希望者に無償でお渡しする活動をしております。

令和３年度は、３８点の受け入れと２１点の譲渡を行いました。

卒業や買い替えで不要となった制服がありましたら、ぜひクリーンエコへお持ちください。

クリーンエコや市廃棄物対策課、北村・栗沢両支所、幌向・朝日

両サービスセンターの窓口では、ダンボールコンポスト用のダン

ボール箱と基材（「ピートモス」と「もみがらくん炭」の２種類を一

定の割合で配合したもの）を、各２００円で販売しております。

基材はコンポストでも使用できますので、ぜひご利用ください。

▲多数の応募がありました

○制服をお持ち込みの方

随時、受入しております。

※洗濯済みのものをお持ちください。汚れ等

の状態によっては、受け入れをお断りする

場合がございます。

○制服をご希望の方

お渡しできる期間が決まっておりますので、

まずはクリーンエコ(電話：31-1153)へお問

い合わせください。

▲市民会議の委員によるコンポスト講習会
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○ご利用案内○

開所時間：午前１０時から午後５時

開 所 日：火曜日～日曜日

（休日：月曜日、祝日、年末年始）

☎３１－１１５３

「ごみのよりよい始末を進める市民会議」の代表委員は、岩見沢市町会連合会の各地区協議会か

らの推薦を受けて市長が委嘱し、ごみの減量と再生利用等について取り組んでいます。「クリーンエ

コ」を活動拠点に、市職員と一緒に市民の皆様からのごみに関する質問、相談にお答えしています。

また、下記の資源物の受け入れ、生ごみの堆肥化を気軽に始められる「ダンボールコンポスト」と

「基材」を販売しております。

※クリーンエコをご利用の場合、であえーる岩見沢の駐車料金が４時間無料になります。

台車を用意しておりますので、お使いの際は職員までお声掛け下さい。

☝びん・缶・ペットボトルは、軽くすすぎ、ラベルとキャップを外してお持ち込みください。

※ペットボトルのラベルとキャップは「プラスチック製容器包装」、金属製のふたは

「燃やせないごみ」になります。

☝汚れ等が目立つ衣類は、受け入れをお断りする場合があります。

☝事業所から排出されるものは、資源物でも受入しません。 産業廃棄物、事業系一般廃棄物

として適正な処理をお願いします。

駐車場からクリーンエコは

直通ではありません。

駐車後、３条通りに面する

入口からお入りください。

【住所】岩見沢市３条西４丁目

であえーる岩見沢駐車場ビル(第2ポルタ)

(三条中郵便局隣)

事務局：岩見沢市 市民環境部 廃棄物対策課

【代表】23-4111(内線2141) 【直通】３５－4395

【編集後記】

約3年ほど、ごみ減量等のイベントを開催することができませんでし

たが、今回は「衣類のくるくる市」や「自転車の抽選販売」など、少しず

つ活動を再開させることができ、皆様にお届けすることができました。

また、以前のような活動ができるよう祈るばかりです。

ごみのよりよい

始末を進める

市民会議

ご 利 用 の 際 の お 願 い

○小型家電 ○乾電池

○小型充電式電池 （充電池・バッテリー等）

○蛍光管・蛍光灯 ○古布・衣類

○廃食用油 ○紙類（新聞・雑誌可）

○びん（無色・茶色・その他の色）

○缶（アルミ・スチール）

○ペットボトル

○割りばし ○紙パック

○生ごみ・生ごみ堆肥
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